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次 回 で 第 1 0 回 目 と な り ま す 。 “ 知 は 力 な り ” で す 。 

   
 
 
 
 
 

 
 

今
回
は
、
5
月
定
例
研
究
会
に
お
い
て
、
派
遣
労
働
や
請
負

労
働
の
実
態
を
も
う
少
し
調
査
と
議
論
が
必
要
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
り
、
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

恒
例
に
よ
り
、
前
回
の
ま
と
め
を
片
桐
所
員
が
行
な
う
と
こ

ろ
、
今
回
の
テ
ー
マ
と
の
関
わ
り
の
中
で
柴
崎
理
事
が
報
告

を
、
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
し
た
。
外
国
人
労
働
者
の
側
面
か

ら
、
浜
松
の
日
系
外
国
人
の
調
査
か
ら
ど
ん
な
傾
向
が
生
ま
れ

て
い
る
か
、
そ
の
労
働
実
態
が
派
遣
と
は
言
う
も
の
の
、
人
間

の
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム(

人
間
カ
ン
バ
ン
方
式)

が
請
負
業

を
通
し
て
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
、
ま
と
め
て
い
ま
し

た
。 

 

〝
業
務
請
負
業
は
闇
夜
の
カ
ラ
ス
〟 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＝
労
働
行
政
幹
部
の
言
葉 

柴
崎
理
事
は
、
発
表
の
中
心
を
週
刊
東
洋
経
済
・2

0
0
3
.
2
.8 

号
の
異
型
の
帝
国
「
ク
リ
ス
タ
ル
」
の
実
像
か
ら
採
り
上
げ
、

請
負
労
働
に
お
け
る
労
働
者
の
実
態
に
迫
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

特
に
こ
の
中
で
言
及
さ
れ
た
の
は
、
上
段
勇
士(

23)

さ
ん
が

留
学
資
金
を
稼
ご
う
と
し
て
業
務
請
負
会
社
「
ネ
ク
ス
タ
ー
」

（
株
式
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
の
グ
ル
ー
プ
企
業
）
に
就
職
し
、
1

年
4
ヵ
月
後
に
過
労
が
下
で
自
殺
を
し
た
。
こ
の
1
年
後
、

00
年
3
月
に
、
同
じ
ネ
ク
ス
タ
ー
の
従
業
員
（
26
才
）
が
、

過
労
か
ら
心
筋
梗
塞
で
死
亡
す
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。 

二
つ
の
事
件
か
ら
、
「
ク
リ
ス
タ
ル
」
と
い
う
業
務
請
負
業

と
し
て
の
過
去
の
社
歴
は
、
日
産
車
体
工
場
内
の
清
掃
か
ら
出

発
、
以
来
30
年
弱
で
、
02
年
度
の
売
上
高
三
一
〇
〇
億
円
↳ 

↱
に
達
す
る
企
業
に
急
成
長
を
遂
げ
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
数
は

7
万
人
と
も
8
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、
業
務
請
負
業

と
は
、
同
業
他
社
に
よ
れ
ば
「
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
製
造
ラ
イ
ン

や
営
業
業
務
を
一
括
で
受
託
し
、
自
社
で
業
務
遂
行
責
任
を
負

う
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
、
ま
た
、
同
業
者

は
、「
客
先
の
要
望
で
人
材
派
遣
に
近
い
ケ
ー
ス
が
大
半
」
で
あ

り
、
実
態
は
〝
裏
派
遣
〟
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

戦
後
に
制
定
さ
れ
た
職
安
法
は
、
派
遣
業
な
ど
の
人
材
サ
ー

ビ
ス(

労
働
者
供
給
事
業
）
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
禁
止
し
た
が
、
86

年
の
労
働
者
派
遣
法
を
皮
切
り
に
法
改
正
が
続
き
、
現
在
で
は
、

対
象
業
務
は
原
則
自
由
化
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
〝
モ
ノ
の
製

造
〟
へ
の
派
遣
は
、
当
時(

二
〇
〇
三
年)

違
法
で
し
た
。
だ
が
、

こ
こ
に
は
〝
抜
け
道
〟
が
あ
っ
た
。
派
遣
は
禁
止
で
も
、
製
造

業
の｢

請
負｣

は
派
遣
法
の
縛
り
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
請
負
と

派
遣
を
区
別
す
る
職
安
法
施
行
規
則
、
労
働
省
告
示
は
、
文
言

こ
そ
厳
し
い
が
、
解
釈
の
幅
は
広
く
、
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
法
規
制
も
監
督
官
庁
も
無
い
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
て
「
1
万
社
一
〇
〇
万
人
」
と
い
わ
れ

る
業
務
請
負
業
界
が
生
ま
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

ク
リ
ス
タ
ル
の
得
意
先 

 

こ
の
闇
夜
に
怪
物
の
よ
う
に
急
成
長
し
た｢

ク
リ
ス
タ
ル
」
の

得
意
先
は
、
超
優
良
企
業
が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
精
密
業
界

の
大
手
、
キ
ャ
ノ
ン
、
リ
コ
ー
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
な
ど
が
あ

る
。
複
写
機
メ
ー
カ
ー
工
場
で
は
、
一
二
〇
〇
人
余
の
う
ち
、

五
〇
〇
人
が
請
負
会
社
社
員
で
、
中
枢
が
ク
リ
ス
タ
ル
グ
ル
ー

プ
で
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
電
機
業
界
も
同
じ
で
あ
り
、
あ
る

企
業
の
製
造
部
門
で
は
、
同
じ
製
品
を
正
社
員
ラ
イ
ン
と
請
負

社
員
ラ
イ
ン
の
両
方
で
作
ら
せ
、
生
産
性
を
競
わ
せ
て
い
る
。 

人
材
派
遣
協
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
モ
ノ
の
製
造
業
務
を
行
な

う
事
業
所
の
七
割
近
く
が
業
務
請
負
会
社
を
活
用
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
製
造
業
の
現
場
は
、
今
や
「
ク
リ
ス
タ
ル
」 

↳ 

派
遣
労
働
や
請
負
労
働
に
お
け
る 

労
働
者
の
実
態
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
‐ 

 
 

 
 

発
表
者 

柴
崎 

孝
夫(

浜
大
助
教
授)

理
事 

6月18日 
(金) 
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↳
に
代
表
さ
れ
る
業
務
請
負
な
し
で
は
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
製
造
工
場
の

従
業
員
を
自
社
採
用
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、

全
て
の
事
業
所
で
激
減
、
採
用
し
て
い
な
い
。
〝

代
替
″
と
し
て
急
増
し
て
い
る
の
が
請
負
会
社
社

員
で
あ
る
。
彼
ら
の
平
均
年
齢
は
「
20
代
前
半
」

で
、
圧
倒
的
に
地
方
出
身
で
「
７
対
３
で
女
性

比
率
が
高
い
」
。
こ
と
で
あ
る
。 

 

コ
ス
ト
は
格
安
い
つ
で
も 

〝
解
雇
〟
で
き
る 

 

続
い
て
柴
崎
理
事
は
、
各
社
が
こ
ぞ
っ
て
業
務

請
負
の
活
用
に
走
る
理
由
を
言
及
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
業
務
請
負
の
利
点
は
、
生
産
変
動
に
伴

う
人
員
整
理
の
容
易
さ
に
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い

る
。
各
業
界
と
も
製
品
サ
イ
ク
ル
の
短
期
化
、
多

品
種
化
が
進
む
今
、
固
定
費(

人
件
費)

の
変
動
費

(

外
注
管
理
費)

化
は
生
き
残
り
の
至
上
命
題
だ
。

業
務
請
負
な
ら
請
負
会
社
に
契
約
更
新
し
な
い
と

い
う
だ
け
で
〝
解
雇
″
で
き
る
。
ま
し
て
、
労
働

コ
ス
ト
は
「
正
社
員
の
３
分
の
Ⅰ
」(

メ
ー
カ
ー
幹

部)

。 

 

こ
う
し
て
メ
ー
カ
ー
側
の
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ

る
一
方
で
、
そ
の
シ
ワ
寄
せ
は
労
働
環
境
の
破
壊

へ
と
繋
が
る
こ
と
で
あ
る
。
先
程
も
言
い
ま
し
た

こ
と
で
す
が
、
請
負
社
員
た
ち
は
、
地
方
出
身(

北

海
道
、
東
北
、
南
九
州)

が
多
く
、
地
方
で
は
毎
日

の
よ
う
に
入
る
折
込
チ
ラ
シ
を
頼
っ
て
、
ク
リ
ス

タ
ル
の
門
を
た
た
く
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
彼
ら
が

期
待
し
た
〝
職
場
〟
は
無
い
。
賃
金
も
地
方
出
身

の
た
め
寮
費
が
差
し
引
か
れ
「
手
取
り
10
万
円
以

下
も
ザ
ラ
」(

メ
ー
カ
ー
幹
部)

だ
。
ま
た
社
会
保

険
の
加
入
率
は
低
く
、「
業
界
平
均
は
せ
い
ぜ
い
↱ 

↳
３
～
４
割
」(

請
負
会
社
幹
部)

 

 

更
に
、
正
社
員
が
嫌
が
る
過
酷
な
業
務
は
請
負
社
員

に
委
ね
ら
れ
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
グ
ル
ー
プ
の
ダ
イ
テ
ッ

ク
は
「
夜
勤
専
属
、
24
時
間
三
六
五
日
、
一
括
請
負
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
営
業
攻
勢
を
か
け
て
い
る
。 

 

亡
く
な
っ
た
上
段
勇
士
さ
ん
は
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

と
い
う
過
酷
な
労
働
環
境
で
の
昼
夜
２
交
替
制
、
拘
束

は
11
時
間
労
働
。
か
つ
15
日
間
連
続
勤
務
が
あ
っ
た

よ
う
に
残
業
時
間
は
月
70
時
間
を
越
え
て
い
た
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
場
の
変
化
や
大
手
企
業
の
利
潤

追
求
に
製
造
現
場
は
、
過
酷
な
労
働
を
、
雇
用
責
任
抜

き
で
、
低
賃
金
を
強
い
る
。
そ
れ
が
若
年
労
働
者
へ
の

シ
ワ
寄
せ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
製
造

業
の
未
来
は
あ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
日
本
に
拡
が
る

モ
ノ
づ
く
り
が
そ
う
し
た
暗
闇
に
異
形
の
帝
国
〝
ク

リ
ス
タ
ル
」
を
産
み
落
と
し
た
、
と
請
負
労
働
の
実
態

を
こ
の
業
務
請
負
会
社
「
ク
リ
ス
タ
ル
」
を
通
し
て
柴

崎
理
事
は
解
明
の
報
告
を
終
え
ま
し
た
。 

 
 

 

↱
【
討
論
の
内
容
】 
 

Ｈ
製
作
所
で
は
派
遣
子
会
社
を
設
立
し
、
人
材
派

遣
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
閉
鎖
し
解
散
し
て
し
ま
っ

た
。
Ｈ
技
研
で
は
、
正
規
労
働
者
三
五
〇
〇
人
に
対

し
て
期
間
工
一
〇
〇
〇
人
と
い
う
非
正
規
労
働
者

が
存
在
し
て
い
る
。 

 

製
造
ラ
イ
ン
で
派
遣
が
、
３
月
に
解
禁
に
さ
れ
た

が
ど
ん
な
変
化
が
あ
る
か
。
ま
た
業
務
請
負
で
働
い

て
仕
事
が
な
く
な
っ
て
解
雇
さ
れ
る
が
、
何
ら
か
の

解
雇
規
制
の
法
的
な
根
拠
は
あ
る
の
か
、
等
出
さ
れ

ま
し
た
。
も
う
少
し
こ
の
問
題
を
整
理
し
調
査
し
、

法
的
な
面
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
、
労
組
で

は
、
組
織
化
に
つ
い
て
ど
ん
な
取
組
が
さ
れ
て
い
る

か
な
ど
議
論
さ
れ
ま
し
た
。 

 

７
月
16
日(

金)

第
10
回
定
例
研
究
会
は
、
発
表

者
は
中
澤
特
別
研
究
員
で
す
。
テ
ー
マ
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
選
択
に
中
立
な
社
会
制
度･

･
･

と
な
り
ま

す
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
(

文
責 

片
桐)

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
７
月
14
日(

水)

18:

30
～
第
14
回
理
事
会 

 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

◆
7
月
16
日(

金)

18:

30
～
第
10
回
定
例
研
究

会 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
Ⅰ
会
議
室 

◆
７
月
31
日(

土)

10:

00
～
「
研
究
発
表
・
第
２

期
第
１
年
次
総
会
と
シ
ン
ポ
」 

 

会
場:

静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
６
Ｆ 

◆
８
月
20
日(

金)

18:

30
～
第
11
回
定
例
研
究

会 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
Ⅰ
会
議
室 

 

※
参
考 
雇
用
形
態
は
正
社
員
で
あ
っ
て
も
、
請

負
会
社
の
社
員
と
し
て
働
く
が
、
政
府
統
計
で
は
、

通
常
の
正
社
員
と
し
て
集
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
請

負
業
に
対
す
る
統
計
も
監
督
官
庁
も
な
い
為
、
実
態

は
闇
の
中
で
す 


